
ナガマツモ目イシゲ科 石川県カテゴリーイシゲ 準絶滅危惧

なし国カテゴリー

本州太平洋岸中・南部、四国、九州、本州日本海岸中・南部。
国内分布

旧富来町、輪島市、能登島町から報告がある。
県内分布

体は10cmくらいになり、又状に分岐する。質はかたい。
形　　態

干満の差が少ない本県では稀にしか発見されない。
選定理由

本州太平洋岸中部において、イロロ、イワヒゲと共に潮間帯中部に大きな群落を作る。
生　　態

もっぱら潮間帯中部に生育する本種にとって、干満の差が少ない本県沿岸は不安定な環境と思われる。
生存の危機

ヒジキと同様に、本県沿岸における潮間帯特性と生物の関係を知る上で貴重な海藻である。
特記事項

干満の差がある潮間帯中部。
生育地の条件

県内の分布

Ishige okamurae Yendo
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写真提供者:新井章吾

浅海域の生物（海藻類）

分布図はありません。


